
果樹優良品種の導入による産地ブランドの確立
活動期間：令和６年度～（継続中）

山梨県
【重点プロジェクト計画】

概要

普及指導員の活動

具体的な成果

普及指導員とＪＡ営農指導員を対象に、栽培管理について研修会を開催し技術統一を図ることにより、オリジ
ナル品種、有望品種の出荷量が拡大した。また、栽培上の課題を抽出し栽培の手引きの作成・見直しを行った。

１ ぶどう「甲斐キング」の生産拡大
◼摘粒、着色管理等の栽培管理について研修会を開催した。
◼ 出荷量 Ｒ５：６１トン⇒Ｒ６：８９トン

２ もも「夢みずき」の生産拡大
◼出荷量 Ｒ５：８０２トン⇒Ｒ６：７６８トン（生理落果による減収）

３ もも「夢桃香」の産地化
◼ 収穫適期の目安や省力化に向けた一斉収穫について研修会を開催した。また、県内
２ヶ所の実証圃において、外観による収穫適期の把握、果実品質について検討した。

◼ 出荷量 Ｒ５：９４トン⇒Ｒ６：１３１トン

４ ぶどう「サンシャインレッド」の産地化
◼ 房づくり、摘粒、着色管理、収穫、試食検討、剪定について研修会を開催した。
◼ 出荷量 Ｒ５：３トン⇒Ｒ６：２６トン

５ ぶどう「シャインマスカット」の安定生産
◼ 栽培の手引きの改訂と併せて、黒とう病防除マニュアルも改訂し、栽培者へ配付することで注意喚起を行った。
◼ ハウス「シャインマスカット」では、加温体系及びハウスシャインマスカット講習会資料の見直しを行い、ＪＡとの
連携による説明会において栽培者へ情報提供した。

○ 果樹農業を推進するためには、消費者ニーズを踏まえ、本県に適した新品種を安定的に生産していくことが
重要である。

○ このため、本県のオリジナル品種や新たな有望品種について、栽培技術の確立を早急に図り、産地化を推進
していくことが急務となっている。

○ ぶどう「シャインマスカット」も全国的に生産量が増加し、産地間競争が激化していることから、主要産地とし
て、高品質果実の安定生産に向けた取り組みを進めた。

普及指導員だからできたこと

• ＪＡ等の関係機関との連携による現地実証ほの設置、試験場で開発した技術の地域適応性の実証など、コー
ディネート、スペシャリスト機能を活かした活動により生産安定に貢献した。

サンシャインレッド

平成１４年～ ◼ 山梨県オリジナル品種ブランド化推進会議に参画

平成２１年～ ◼ オリジナル品種栽培の手引き作成支援

（平成２４年～） （苗木供給開始）
「夢みずき」：平成２４年～、「甲斐ベリー３（甲斐キング）」：平成２７年～、
「甲斐トウ果１７（夢桃香）」：平成２９年～、「甲斐ベリー７（サンシャインレッド）」：
令和２年～

平成２８年
～令和元年

◼ 「夢みずき」栽培の現地実証

令和２年～ ◼ 「夢桃香」の現地栽培実証による地域における栽培特性の把握

令和６年～ ◼ 「サンシャインレッド」の現地栽培実証による地域における栽培特性の把握
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